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高
鍋
町
の

と

２０２３年１２月号

柿原 政一郎

高鍋町名誉町民 政治家
1883年生~1962年没

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
、
高
鍋
町
道
具
小
路
に
父
柿
原
正
一
、
母
キ

ミ
の
一
人
息
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

政
一
郎
は
、
政
治
家
で
あ
る
と
と
も
に
実
業
家
で
あ
り
、
社
会
事
業
家

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
生
涯
は
変
化
に
と
ん
で
多
角
的
。
枠
を
超
え
て

は
ば
ひ
ろ
く
活
躍
し
、
多
方
面
に
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

師
と
仰
い
だ
石
井
十
次
は
親
戚
に
あ
た
り
、
少
年
時
よ
り
身
近
に
接
す

る
機
会
も
多
く
、
政
一
郎
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

政
一
郎
が
病
を
得
て
大
学
を
中
退
し
た
後
、
十
次
の
命
に
よ
り
倉
敷
紡

績
会
社
に
入
社
し
、
大
原
孫
三
郎
社
長
の
秘
書
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
孫
三
郎
は
十
次
の
心
友
で
あ
り
支
援
者
で
し
た
。
政
一
郎
は
こ
の
二

人
に
師
事
し
、
手
足
と
な
り
時
に
は
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
働
き
、
労
働
問
題
、

社
会
問
題
を
実
地
に
研
究
。
そ
の
経
験
が
柿
原
政
一
郎
の
人
生
を
築
く
礎

と
な
り
ま
し
た
。

無
私
の
精
神
に
貫
か
れ
た
人
柄
で
、
質
素
に
徹
し
無
類
の
倹
約
家
。
宮

崎
市
長
時
代
は
「
名
誉
市
長
」
の
名
の
も
と
俸
給
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
、

高
鍋
町
長
時
代
は
図
書
館
の
寄
贈
な
ど
、
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て

い
ま
す
。

修
学
時
代

政
一
郎
は
生
来
体
が
弱
か
っ
た
反
面
、
知
力
の
発
達
は
素
晴
ら
し
く
、

四
歳
の
こ
ろ
に
は
簡
単
な
読
み
書
き
や
算
数
を
よ
く
こ
な
し
、
神
童
の
う

わ
さ
が
高
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
明
治
21
年
４
月
（
１
８
８
８
）
、
数

え
年
6
歳
（
満
４
年
10
か
月
）
の
未
就
学
年
令
な
が
ら
、
特
別
に
大
阪

市
の
堂
島
小
学
校
に
繰
り
上
げ
入
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
政
一

郎
の
修
学
は
始
ま
り
ま
す
。
小
学
校
教
育
は
大
阪
府
堺
市
・
宮
崎
県
宮
崎

町
・
宮
崎
県
都
城
町
・
宮
崎
県
高
鍋
町
と
転
校
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

ど
こ
で
も
学
業
優
秀
で
通
し
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
、
藩
校
「
明
倫
堂
」
の
学
風
を
組
む
あ
こ

が
れ
の
公
立
高
鍋
学
校
に
進
学
。
在
学
中
は
、
体
力
錬
成
の
た
め
に
新
富

町
の
湯
風
呂
の
開
拓
地
か
ら
高
鍋
町
ま
で
往
復
14
キ
ロ
の
山
道
を
歩
い

て
通
学
。
体
格
は
よ
く
な
り
、
病
気
一
つ
せ
ず
両
親
を
気
強
く
さ
せ
た
と

い
い
ま
す
。
３
年
の
課
程
を
経
て
、
宮
崎
市
の
県
立
宮
崎
中
学
４
学
年
に

受
験
編
入

。
こ
こ
で
２
年
間
勉
学
し
、
後
に
岡
山
の
第
六
高
等
学
校

（
現
在
の
岡
山
大
学
）
の
工
科
を
受
験
す
る
も
失
敗
。
十
次
を
頼
り
岡
山

孤
児
院
内
に
泊
ま
り
込
ん
で
受
験
勉
強
し
、
今
度
は
哲
学
科
を
受
験
し
て

合
格
。
六
高
時
代
、
就
学
の
暇
を
見
て
は
孤
児
院
の
仕
事
に
奉
仕
す
る
の

を
楽
し
み
と
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
院
内
に
住
み
込
ん
で
孤
児
た
ち
と

寝
食
を
共
に
し
た
ほ
ど
で
、
社
会
福
祉
へ
の
関
心
は
学
生
時
代
か
ら
深
ま

り
、
後
年
社
会
事
業
に
手
を
染
め
る
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
六
高
で
３
年

間
学
ん
だ
の
ち
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
（
現
在
の
東
京
大
学
）
に
進
み
ま

す
が
体
が
弱
り
が
ち
と
な
り
病
を
得
て
三
学
年
の
一
学
期
限
り
で
中
退
し

ま
す
。

社
会
へ
の
幕
開
け

健
康
が
回
復
し
て
後
、
十
次
の
命
を
う
け
て
倉
敷
紡
績
会
社
に
入
社
し

た
の
は
24
歳
の
時
（
明
治
40
年
・
１
９
０
７
）
で
し
た
。
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
、
十
次
の
大
阪
総
合
社
会
事
業
の
開
設
に
参
画
。
大
正
３

年
（
１
９
１
４
）
以
降
、
中
国
民
報
社
（
現
在
の
山
陽
新
聞
社
）
入
社
、

後
に
中
国
民
報
社
、
四
国
民
報
社
（
現
在
の
四
国
新
聞
社
）
の
両
社
長
と

な
り
、
次
第
に
活
躍
舞
台
が
広
ま
り
、
37
歳
の
若
さ
で
衆
議
院
議
員
に

当
選
（
大
正
９
年
・
１
９
２
０
）

。
郷
土
宮
崎
県
発
展
の
た
め
、
県
外

送
電
反
対
運
動
お
よ
び
県
営
電
気
創
業
に
貢
献
し
ま
す
。

大
正
13
年
か
ら
昭
和
７
年
（
１
９
２
４
～
１
９
３
２
）
ご
ろ
ま
で
は
、

中
国
地
方
で
活
躍
し
、
新
聞
報
道
、
広
島
市
宇
品
臨
海
広
島
土
地
株
式
会

社
経
営
、
喜
清
会
学
園
を
創
設
し
ま
し
た
。
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

に
宮
崎
市
長
に
就
任
以
降
、
い
よ
い
よ
郷
土
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
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柿
原
政
一
郎
記
念

高
鍋
図
書
館

開
館
日

・
火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
６
時

・
土
曜
日
・
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

・
毎
月
１
日
の
図
書
整
理
日

（
土
曜
日
・
日
曜
日
の
場
合
は

次
の
火
曜
日
）

・
12
月
28
日
～
１
月
４
日

お
問
合
せ
先

柿
原
政
一
郎
記
念
高
鍋
図
書
館

電
話
０
９
８
３
・
２
１
・
１
１
５
２

政
一
郎
は
72
歳
の
高
齢
の
身
で
熱

心
に
勉
強
し
「
司
書
」
の
資
格
を
取

得
し
た
ほ
ど
高
鍋
図
書
館
の
経
営
に

は
特
別
に
情
熱
を
打
ち
込
ん
で
い
ま

し
た
。
町
長
就
任
後
、
図
書
館
の
建

設
を
企
画
し
工
事
に
着
手
し
た
際
、

高
鍋
農
業
学
校
構
内
に
保
存
さ
れ
て

い
た
昔
の
明
倫
堂
の
書
庫
を
解
体
移

築
し
古
文
書
類
を
収
蔵
し
て
「
明
倫

堂
書
庫
」
と
名
付
け
、
工
事
完
了
と

同
時
に
町
に
寄
贈
。
町
教
育
委
員
会

の
発
令
で
町
長
在
任
の
ま
ま
初
代
図

書
館
長
と
な
り
ま
し
た
。

現在の明倫堂書庫
（奥は毅堂書庫）

晴天時の芝生の庭 柿原政一郎翁胸像

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
政
一

郎
の
功
績
を
た
た
え
、
柿
原
政
一

郎
翁
顕
彰
会
よ
り
、
町
立
高
鍋
図

書
館
に
「
柿
原
政
一
郎
翁
像
」
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
高
鍋
図
書
館
は
、
令
和

４
年
に
外
壁
・
ト
イ
レ
の
改
修
、

玄
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の

施
設
内
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
芝
生
の
庭
と
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
利
用
し
や
す
く
親
し
み
や

す
い
図
書
館
を
目
指
し
、
現
在
も

継
続
し
て
施
設
の
改
修
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
（
令
和
６
年
３

月
完
成
予
定
）

政
治
の
世
界
へ

37
歳
の
若
さ
で
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
（
大
正
９
年
・
１
９
２
０

）

そ
の
後
52
歳
か
ら
55
歳
ま
で
の
間
に
（
昭
和
10
～
13
年
・
１
９
３
５
～

１
９
３
８
）
宮
崎
市
名
誉
市
長
、
宮
崎
県
会
議
員
、
高
鍋
町
長
に
就
任
。

37
歳
で
中
央
政
界
へ
進
出
し
て
か
ら
地
方
の
政
治
に
着
手
し
た
の
は
「
地

方
か
ら
中
央
へ
」
の
政
治
家
コ
ー
ス
と
は
逆
の
歩
み
で
し
た
が
、
高
鍋
町

長
に
就
任
し
た
年
の
10
月
、
高
鍋
町
・
上
江
村
を
合
併
し
て
多
年
に
わ
た

る
住
民
の
念
願
を
実
現
し
た
後
、
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
町
長
を
辞
職

し
、
再
び
県
会
議
員
に
就
任
し
、
県
会
議
長
も
務
め
ま
し
た
。

67
歳
の
時
（
昭
和
25
年
・
１
９
５
０
）
再
び
高
鍋
町
長
に
就
任
。
こ
の

後
２
期
の
在
任
期
間
中
、
産
業
・
文
化
・
福
祉
の
発
展
に
尽
力
、
貢
献
し

ま
し
た
。
主
な
功
績
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

産
業
面
で
は
、
企
業
誘
致
に
力
を
い
れ
、
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
工
場

（
現
・
宝
酒
造
株
式
会
社
）
、
南
九
州
化
学
工
業
株
式
会
社
の
創
業
（
昭

和
27
年
・
１
９
５
２
）
の
ほ
か
、
九
州
輸
出
製
茶
株
式
会
社
を
創
業
、
養

鶏
を
奨
励
し
高
鍋
養
鶏
組
合
長
と
な
り
、
地
域
産
業
の
振
興
に
尽
力
し
た
。

社
会
福
祉
面
で
は
、
県
内
初
の
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
「
高
鍋
町
養
老
院

（
後
の
『
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
寿
昌
園
／
現
在
は
閉
園
』
の
設
置
（
昭
29

年
・
１
９
５
４
）
な
ど
。
ま
た
石
井
十
次
の
死
後
、
そ
の
志
を
継
い
で
茶

臼
原
孤
児
院
の
後
見
人
を
務
め
た
。
石
井
記
念
友
愛
社
、
財
団
法
人
正
幸

会
を
創
設
、
福
祉
と
文
化
発
展
に
貢
献
し
た
。

文
化
教
育
面
で
は
、
町
立
高
鍋
図
書
館
の
創
設
（
昭
和
30
年
・
１
９
５

５
）
。
同
年
、
高
鍋
高
校
の
甲
子
園
初
出
場
（
本
県
初
）
を
記
念
し
た
町

営
野
球
場
の
完
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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